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大型ヘリカル装置（LHD）における放射線等の安全管理について 

 

 日頃より、核融合科学研究所の研究活動について、御理解・御協力をいただき

誠にありがとうございます。 

研究所では令和 4 年 12 月 2 日を最後に、LHD における重水素実験を終了し

ております。本実験の実施により多くの研究成果を上げることが出来ました。こ

の場を借りて御礼申し上げます。 

今後の LHD における放射線等の安全管理については、別添資料に基づき説明

させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

なお、今年度は９月下旬から 12 月下旬に LHD におけるプラズマ実験を実施

する予定で、この実験をもって LHD のプラズマ実験は終了となります。通常の

水素（軽水素）等を用いるため、新たな中性子やトリチウムの発生はありません。 

 

 

 

－ 本件に関するお問い合わせ先 － 

                 核融合科学研究所管理部 

総務企画課 対外協力係長 近藤 

TEL：0572-58-2019 
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